
　浦戸湾まで一望できる展望デッキがあり遊んで憩える「こんこん山広場」

と、植物の生育などが学べる「ふむふむ広場」。今春、牧野植物園には新し

い広場が仲間入りしました。「日本の植物分類学の父」牧野富太郎の業績

や四季折々の植物が知れる植物園では、夜間開園や植物教室、植物解説

ツアーなどイベントも多数開催。体いっぱいに植物の力を感じてみませんか。

高知県立牧野植物園（高知市五台山4200-6）

■問 TEL 088・882・2601  FAX 088・882・8635

■営 9時～17時（定休日：メンテナンス休園　6/24、9/30、2020/1/27、年末年始）

■料 一般720円、高校生以下無料  ■HP http://www.makino.or.jp/

高知県立牧野植物園
「リョーマの休日」

自然＆体験キャンペーン

交通アクセス

［車］高知駅から20分／

※周遊観光バス「MY遊バ

ス」では高知駅から30分

32

高知県立
牧野植物園

五台山
竹林寺

376
高知南IC

N

　「わぁ恐竜だ！？」

牧野植物園には、植

栽されている植物

に合わせたオブジ

ェがあちこちにあ

るんだよ。巨大なヤ

ッコソウやツチトリ

モチもあるから探

してみてね！

探そう！「牧野植物園のオブジェたち」

くろしおくんのイチオシ
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　集落活動センターのネットワークを生かして、中山間地

域の産業をつくり、生活を守る対策を充実・強化します。

◆集落活動センターの継続・拡充に向け

て、人材の確保・育成を強化するとと

もに、専門家による伴走支援により、

センターの経済活動をさらに強化

　「教育等の振興に関する施策の大綱」および

「第2期教育振興基本計画」を改訂し、教育の充

実と子育て支援の取り組みをさらに強化します。

　「第３期日本一の健康長寿県構想」に掲げた

５つの柱の施策をさらに充実・強化します。

　これまでの南海トラフ地震対策行動計画を土台とし

て、より難易度の高い課題に正面から立ち向かいます。

経済の活性化1 231億円
（前年度比+21億円）4・5ページの特集2をご覧ください。

日本一の
健康長寿県づくり2 453億円

（前年度比+16億円）

中山間対策の充実・強化1 327億円
（前年度比+40億円）

　少子化対策を充実・強化するとともに、就労支援など

により女性の活躍の場を拡大します。

　文化芸術に触れる機会を充実するとともに、スポーツ

参加の拡大等のスポーツ振興施策を推進します。

◆地域の歴史文化施設における歴史資料の調査研究支援な

ど、高知の固有の文化の継承及び活用を推進

◆多様なスポーツ機会を創出するとともに、全高知チームの

取り組みへの支援や、スポーツ科学センターを活用した効

果的なサポートを実施

少子化対策の充実・強化と
女性の活躍の場の拡大2 100億円

（前年度比+5億円）

文化芸術と
スポーツの振興3 60億円

（前年度比+13億円）

◆働き方改革推進支援センターの機能強

化や県内企業の働き方改革を推進す

る取り組みなどによりワーク・ライフ・

バランスを推進

教育の充実と子育て支援3 204億円
（前年度比△11億円）

南海トラフ地震対策の
抜本強化・加速化4 417億円

（前年度比+91億円）

◆子どもへの健康教育や高知家健康パスポート事業など、年

齢層に応じた取り組みや、血管病の重症化予防対策を促進

大目標1 壮年期の死亡率の改善

◆地域の医療・介護・福祉のサービスを切れ目のないネットワーク

でつなぐ「高知版地域包括ケアシステム」の構築を進めるため、

市町村や関係機関と連携し、各地域の課題解決に取り組む

大目標2 地域地域で安心して住み続けられる県づくり

◆「高知版ネウボラ※」を推進するため、関係機関が参加し、

課題などを協議するネウボラ推進会議を各市町村に拡充

※「ネウボラ」 妊娠期から就学前の子どもやその家族を対象に、切れ目のな

い支援を行う仕組み

大目標3 厳しい環境にある子どもたちへの支援

◆働きながら子育てをしやすい環境づくりに向けて、時間単

位の休暇制度の導入や働き方改革の取り組みを支援

大目標4 少子化対策の抜本強化

◆介護職員の定着に向けて、業務の一層の効率化や負担を

軽減するため、介護事業所認証評価制度の運用を通じて

魅力ある職場環境の整備を促進

大目標5 医療や介護などのサービス提供を担う人材の
安定確保と産業化

◆「教科のタテ持ち※」やメンター制※を活用したOJTシステ

ムの充実など、教員同士が学び合う仕組みや高知市教育

委員会と連携した指導体制を強化することで、小中学校に

おける授業改善の取り組みを徹底

※「教科のタテ持ち」 複数の教員が同一学年の同一教科を担当する制度

※「メンター制」 ベテランや中堅の職員が助言や指導を行う仕組み

◆「学校支援チーム」の学校訪問等の活

動をさらに強化することにより、高等

学校における思考力・判断力・表現力

の育成に向けた授業改善の取り組み

を徹底

◆教員の負担軽減を図るため、校務支援員や部活動指導員

等の配置を拡充するとともに、統合型校務システムの導入

を進めるなど、働き方改革に向けた取り組みを推進

ポイント1「チーム学校」の取り組みの徹底

◆スクールカウンセラー等で構成する「不登校対策チーム」の

学校訪問の実施や、各市町村の教育委員会と連携した支援

体制の構築など、不登校の予防と支援に向けた体制を強化

ポイント2 厳しい環境にある子どもたちへの支援の充実

◆地域間での教育機会の格差の解消を図るため、中山間地

域の全ての小規模高等学校に遠隔教育システムを導入

ポイント3 県立高等学校再編振興計画の推進

　令和元年度は、第3期の産業振興計画や日本一の

健康長寿県構想などの最終年になるとともに、県政運

営3期目の最後の年になります。3期目総仕上げをしっ

かり行うとともに、先々にわたるまで県勢浮揚を確かな

ものとできるように、全力で取り組んでまいります。県

民の皆さまには、引き続きご指導、ご鞭撻、ご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

尾﨑知事からのメッセージ

「命を守る」対策を徹底

住宅の耐震化やブロック塀の安全対策、要配慮者への避難

支援対策を徹底するとともに、南海トラフ地震の情報が発

表された場合の避難所運営に対し、本県独自の支援を実施

「命をつなぐ」対策を幅広く展開

ライフラインの復旧対策、燃料確保対策、避難所運営マニ

ュアルの作成・バージョンアップなどの対策を推進

「生活を立ち上げる」対策を着実に推進

復興まちづくり指針※の策定、事業者の事業継続計画策定

・高度化を支援

※「復興まちづくり指針」 津波による被害を受けた地域の早期復興に向けた、

土地利用の基本的な考え方の指針

1

2

3

令和元年度

一般会計
当初予算

4,607億円

4,790億円

特 集

1 実質的な当初予算ベース

前年度比＋98億円、＋2.2％

前年度比＋114億円、＋2.5％

※実質的な当初予算ベース

各年度当初予算の額と、前年度２

月補正予算額のうち国の補正予

算対応分の合計額（実質的に当

該年度に予算執行される分）

●11年連続の積極型の予算

●５つの基本政策と３つの横断的な政策のさらなるバージョンアップ

●スクラップアンドビルドの徹底や国の有利な財源を活用することにより、

今後の安定的な財政運営の見通しを確保

令和元年度予算のポイント

　四国8の字ネットワークなどの

「命の道」の整備や、河川・海岸

堤防の耐震化、防波堤の粘り強

い化などを着実に進めます。

インフラの充実と
有効活用5 1,147億円

（前年度比+75億円）

豪雨等の災害に備えた

対策の強化・推進
390億円
（前年度比+64億円）

　「インフラ未整備箇所の対応

（予防的措置）」「ダメージを除去

し、後の大きな被災を防止」「急

激に悪化する事態への対応」の

３つの視点で対策を大幅に強化

します。

教科のタテ持ち（イメージ図）

県債残高の推移（一般会計ベース）

H24 H25H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13 H26 H27 H28 H29 H30 R1
推計

R2
推計

R3
推計

R4
推計

R5
推計

R6
推計

4,822

8,071

4,951

7,993

5,149

7,907

5,445

7,750

5,691

7,589

5,960

7,665

6,208

7,755

6,397

7,744

6,560

7,673

6,720

7,515

6,890

7,243

6,929

7,042

（億円）

8,255

8,358
8,415

8,499
8,565

8,701

8,783

8,898

8,943

8,918

8,877

8,823

4,809

4,814

4,778

4,842

4,932

5,071

5,217

5,317

5,379

5,361

5,332

5,278
4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

0

1,000

2,000

3,000

臨時財政対策債を除く県債残高

臨時財政対策債※

5 つの基本政策

5 つの基本政策

金額、前年度比は実質的な当初予算ベース

に横断的に関わる3つの政策と主な取り組み

※臨時財政対策債

本来地方交付税で措置されるべき額につ

いて、国の財政事情が厳しいことから、臨

時的に地方債として配分されているもの。

後年度、元利償還金の全額が地方交付税で

措置される。

　平成30年度の豪雨災害等対応

や国の「防災・減災、国土強靭化

のための3か年緊急対策」の活用

により、一時的に増加はするもの

の、令和3年度以降は逓減する見

込み。

逓減

と主な取り組み
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問い合わせ 県庁計画推進課　TEL 088・823・9049　FAX 088・823・9255　産業振興計画特設HP  https://sanshin.pref.kochi.lg.jp/keikaku/ ※第3期産業振興計画ver.4の詳細は、産業振興計画特設HPや、7月初旬からコンビニや県庁などで配布するパンフレットをご覧ください！

県経済の拡大傾向をより強固なものとするため、取り組みをさらにパワーアップします

経済成長の源泉となる「付加価値の創造」を促す取り組みをはじめ、次の４つを強化。
（以下の点以外にも多くの取り組みを強化しています）

成長に向けた「メインエンジン」をさらに強化！地産外商のさらなる推進

　平成21年度に産業振興計画を

スタートして以降、多くの方々の「地

産外商」の取り組みにより、右のよ

うな成果が表れてきました。

　第3期計画の最終年度となる本年

度は、計画の総仕上げに向けた取り

組みに加え、5年後、10年後を見据

えた取り組みを大幅に強化し、引き

続き全力で挑戦を続けます。

県経済は、人口減少下においても拡大する経済へと構造を転じつつあります。
高知県の
経済状況

産業振興計画の取り組み以降、各分野で地産外商が大きく前進し、主な経済指標も上昇傾向に（右グラフ参照）

●経済成長率がプラスに転じる

　県内総生産（実質） △ 7.3% ⇒ +4.3%

●１人当たり県民所得 15.5％増加（全国7.6％）

　（H20年度 219.2万円 ⇒ H27年度 253.2万円）

●労働生産性 14.0％増加（全国4.6％）

　（H20年度 588.6万円 ⇒ H27年度 671.0万円）

●地産外商公社などの支援による外商の成約件数

　約51倍に増加（H21年度 178件 ⇒ H29年度 9,127件）

●産業振興センターの支援による外商の成約金額

　約27倍に増加（H24年度 2.5億円 ⇒ H30年度 66.8億円）

●H30年の県外からの観光客数 過去最高の441万人

●移住者が大幅に増加

　（H23年度 120組 ⇒ H30年度 803組（H31年2月末現在））

平成31年4月

第３期産業振興計画『バージョン４』スタート！

改 定 の ポ イ ン ト

［県内企業のデジタル化の推進（ワンストップ相談窓口の設置）］

IoT、AIなど最先端の

デジタル技術の活用

あらゆる分野の

課題解決

開発されたシステムの

地産外商

IT・コンテンツ

関連企業の集積

［IT・コンテンツ関連産業の集積の加速化］

●IT・コンテンツ関連企業に加え、Society5.0に関連する分野の企業誘致を推進

●AI講座の新設など、「IT・コンテンツアカデミー」の充実強化を図り、人材育成を加速

［課題解決型の産業創出の加速化※2］

●第一次産業に加え、医療や福祉、防災などあらゆる分野のニーズを吸い上げ、

民間企業と連携したIoTシステムの開発を促進する「高知デジタルフロン

ティアプロジェクト」の推進

◆「高知版Society5.0※1」の実現に向けた取り組みを抜本強化します。 ◆起業や新事業展開を促進する「こうちスタートアップパーク」を充実強化します。

●都市圏の起業家と県内の起業家等との協働プログラムの実施

◆中山間地域における新たな付加価値創造を促すため、

　「リョーマの休日～自然＆体験キャンペーン〜」を展開します。

「継続的に新たな付加価値の創造を促す仕組み」を量的・質的に拡大します！1ポイント

※1 Society5.0：現実空間から、センサーとIoTを通じ、仮想空間に集積したあらゆる情報を、人工知能（AI）が解析し、高付加価値

を現実空間にフィードバックするシステム等により、社会的課題の解決と経済発展を両立する社会

※2 現場のニーズに対応した機械の開発やIoT技術の導入により、第一次産業や中山間地域などのさまざまな課題の解決を図ると

ともに、当該機械やIoTシステムの地産地消・外商を促進する取り組み

◆第一次産業の生産力向上・高付加価値化を図るため、IoTやAI技術

等の導入を促進します。

●温度、湿度、CO2などをコントロールする環境制御技術にAIなどの最先端の

  技術を融合させた「Next次世代型こうち新施設園芸システム」の開発

起業促進とも連動した移住施策を強化します！4ポイント

人手不足、後継者不足への対応 成長の「壁」を乗り越える！ ＆ 成長を支える取り組みを強化！

◆働き方改革推進支援センターを中心に、企業における職場環境

の整備と生産性向上に向けた働き方改革を促進します。

◆新規大卒者等の県内就職を促すため、インターンシップの充実など、

高知の企業で働く魅力を伝える取り組みを強化します。

◆「外国人生活相談センター（仮称）」の設置など、

外国人材の受入環境を整備します。

担い手の確保・人材育成策をさらに強化します！3ポイント

◆地域のさまざまな人材ニーズの掘り起こしを加速化するため、移住促進・

人材確保センターに新たにコーディネーターを３名配置します。

◆事業者の求人情報の磨き上げを支援するとともに、「高知求人

ネット」を充実させ、本県ならではの仕事の情報を発信します。

特 集

2

交易の範囲の拡大に向けた海外展開を加速します！2ポイント

◆外商活動の全国展開に加え、海外への輸出の本格展開を図ると

ともに、外国人観光客の増加に向けた取り組みを強化します。

日本貿易振興機構（ジェトロ）との連携強化

輸出ターゲット国・地域におけるネットワークの構築

（県海外事務所、海外拠点、ジェトロ現地事務所など）

大型水産加工施設の本格稼働と併せた水産物の輸出支援の強化

生産から販売までの関係者が連携した農産物の輸出促進

企業ごとの輸出戦略等の策定・実行支援

メディア・SNS等を活用した情報発信の強化

重点市場を対象とした個人向け商品の充実と販売

全 

般

食 

品

観
光

◆「高知県漁業就業支援センター」の設置など、各産業

分野において、担い手の確保・育成に取り組みます。

　（H13年度→H20年度）　（H20年度→H27年度）

生産年齢人口の減少に関わらず、

各種生産額が上昇傾向に！

2生産年齢人口の減少に連動する形で、

各種生産額も減少傾向

1

1.8

1.6

1.4

1.2

1

0.8

0.6

0.4

0.2
Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30Ｈ13

各種生産額の推移

（平成13年を1とした増減率） 産業振興計画

Ｈ20年度→Ｈ27年度

+4.3％

県内総生産（実質）
上昇

2

減少Ｈ13年度→Ｈ20年度

△7.3％

県内総生産（実質）1

農業産出額

木材・木製品製造業出荷額等

原木生産量

沿岸漁業生産額

水産加工出荷額

製造品出荷額等

観光総消費額

県外観光客入込数

食料品製造業出荷額等

有効求人数

1.82

0.68

生産年齢人口

（15歳～64歳）

有効求職者数

※県外観光客入込数につい

ては、H15に算定方法を

変更したため、H15を1と

している
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